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 東日本の大雨日の降水特性や総観場の解析（盛夏期の気候学的特徴と梅雨最盛期に関する補遺） 41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 15図 2009年 8月 10日の松本市における 10分間雨量。

時刻は JST で示す。松本市の位置は第 12 図を参照。 

 
第 16図 2008年 6月 22日の東京における前１時間雨量（パ

ターン C の例）。時刻は JST で示す。松本他（2013）より

引用。 
 
 
 
 

  
第 17 図 第 12 図と同様に示した，2008 年 6 月 22 日におけるレーダーアメダス合成図。形式

の凡例は第 12 図を参照のこと。 
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第 18 図 各パターン毎に合成した 925 hPa における比湿の分布（g/kg-1）。 

 
大気場に関しては，台風に伴って関東付近では西側

が低圧部，東側が高圧部となり，東西の気圧傾度に伴

って，（地衡風としては）南方から水蒸気が流入しや

すい状況が夜まで持続していた（第 14 図）。関東付近

には地上の前線は描かれていないが，下層の南風が特

に流入しやすい領域の北端付近に対応する状況が続

く中で，前述の強雨が生じたことになる。 
なお，比較のため，梅雨最盛期のパターン C に対

応する東京での大雨日として，2008 年 6 月 22 日の事

例を示す（第 16，17 図）。この時系列では，一部では

散在的に 10 mm/h を超える降雨強度を示す部分もあ

るが，メソ γ，β スケールへの組織化は明瞭でない。

第 16 図に示すような前 1 時間降水量のみでは，小規

模で持続時間も大変短い雄大積雲や積乱雲による散

発的な降水である可能性も捨てきれないが，第 17 図

をも参照すれば，比較的弱い雨が持続する層状性降水

に伴って大雨日となったと捉える方が妥当と考えら

れる。つまり，梅雨最盛期の東日本では，雨の集中性

があまり明瞭でない層状性の降水システムに伴って

大雨日となることも少なくないのに対し，東京での盛

夏期の大雨日は，対流性の激しい降水によるものが多

いことがわかった（但し，そのシステム全体としては，

2009 年 8 月 10 日の事例のように層状性降水域も広く

伴う複合体であったが）。 

VI. 東京の 8 月の大雨日で合成した比湿場の特徴 
8月の大雨日のうち，台風のみが絡む事例の 925 hPa

面における比湿の合成図を，梅雨最盛期の各パターン

と比較して示す（第 18 図）。梅雨最盛期の台風に関連

したパターン A と B においては，日本列島南方とそ

の北方で一様に比湿の差がある（パターン C のよう

に等値線が東西に走る）というよりも，関東からその

南西に比湿の極大が見られた。盛夏期にも，梅雨期の

パターン A,B と同様な比湿の分布がみられたが，盛

夏期の「東京 ty のみ」の事例では，台風の東側（台

風の中心は，関東か，それより西ないし南西方が多か

った）にあたる関東からその北方の東北付近まで特に

比湿が大きい領域が広がっていた。これは，盛夏期の

この事例で，925 hPa の相当温位が，梅雨期のパター

ン A，B よりも関東付近で 5 K ほど高い値となりうる

ことに相当する。 
 
VII. まとめ 

松本他（2013）の続報として本研究では，1971~2010
年における日降水量データに基づき，梅雨最盛期（6
月 16 日~7 月 15 日）と盛夏期（8 月 1 日~31 日）にお

ける東京での「大雨日」（日降水量 50 mm 以上の日）

の降水特性や広域大気場の特徴について解析した。主

な結果は次の通りである。 

８月 
（東京 ty のみ） 

梅雨 
パターン B 

梅雨 
パターン A 

梅雨 
パターン C 
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① 梅雨最盛期の東京での大雨日のうち，松本他

（2013）において，その他のパターンとして地上

天気図から分類された事例（Case E）のうち，2
事例は上空の寒冷渦が北方に存在していた点が

特徴的であった。もう 1 つの事例の特徴は異なる

が，3 事例とも共通して関東付近の総観場のシス

テムの東西スケールは小さかった。 
② 梅雨最盛期の東京での大雨日のうち半数近くは，

10 mm/h 未満のいわば「普通の雨」によるものだ

ったが（松本他（2013）），盛夏期の東京の大雨日

では，10 mm/h 以上の降水による寄与が，梅雨最

盛期の西日本（長崎）に匹敵するほど非常に大き

かった。 
③ 盛夏期の東京での大雨日の中で，10 分雨量とレー

ダーアメダス合成図が参照できた 2009 年 8 月 10
日の事例では，台風の東側に位置し，東西の気圧

傾度の大きい領域にあたる関東で，時空間的にメ

ソ β~γスケールに集中した強い対流性降水域が形

成されていた。しかも，その強雨域は，その西~
北西方に広がる比較的弱い降水域の南東端に形

成されていた。また，その対流性降水域は，梅雨

最盛期の西日本でよく見られるような空間スケ

ールや特徴を持っていた。但し，台風や周辺場と

の位置関係に伴うプロセスや，異なるタイプの降

水域の複合体としての形成過程などは，今後に残

された課題である。 
 
今後は，梅雨最盛期における東日本の大雨の事例に

ついても，レーダーアメダス合成図や 10 分間雨量を

用いて解析し，降雨系の空間的な広がりと総観場との

詳細な対応等について詳細に記述する必要がある。ま

た，今回あまり触れなかった，東日本の盛夏期の台風

以外の事例（前線が関東付近に位置している事例等）

についての解析も必要である。 
以上のような種々の残された課題があるものの，本

研究では，盛夏期の大雨日に対する台風が絡んだイベ

ントの寄与の重要性とその時の降水特性について，興

味深い事実の一端を提示している。 
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